
　

１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日　

受
領

　
　
　
　
　
　

註

(1)　

竹
中
亨　

二
〇
〇
八　
「
明
治
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
・
ブ
ー
ム
」　
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
四
八
：
三
三
〜
四
〇
頁
。

(2)　

前
掲
：
三
八
頁
。

(3)　

谷
口
昭
弘;

森
田
信
一　

二
〇
一
〇　
「
明
治
期
の
富
山
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
：
文
献
調

査
に
よ
る
唱
歌
教
育
を
中
心
と
し
た
歴
史
の
再
構
築
」『
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
紀
要
』
五

（
一
）：
一
〇
一
〜
一
一
一
頁
、
坂
本
麻
実
子　

二
〇
〇
〇
〜
〇
二
「
明
治
時
代
の
師
範
学
校
へ
の

音
楽
教
員
の
配
置
：
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
の
勤
務
校
の
調
査
か
ら
」『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

五
四
：
四
九
〜
六
一
頁
、
大
迫
知
佳
子 

二
〇
一
三　
「
広
島
の
洋
楽
普
及
に
お
け
る
広
島
高
等
師

範
学
校
の
役
割―

吉
田
信
太
に
焦
点
を
当
て
て―

」『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
１

回
中
間
報
告
集
）
戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の
普
及
』『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
編
：
十
六
〜
二
一
頁
等
。

(4)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二　
『
追
懐 

広
島
高
等
師
範

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
』
広
島
：
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
：
三
三
頁
。

(5)　

広
島
日
刊
『
中
國
』
の
発
行
部
数
は
、明
治
四
一
年
に
「『
芸
備
日
日
新
聞
』
の
発
行
部
数
に
迫
る
」

（
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
（
編
）　

一
九
七
二　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』
広
島
：
中
国
新
聞
社
：

七
一
頁
）。
新
聞
ご
と
の
発
行
部
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
内
務
省
の
記
録
の
う
ち
、
最
も
明
治
後

期
に
近
い
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
発
行
さ
れ
た
記
録
に
よ
る
と
当
時
の
『
藝
備
日
日
新
聞
』

の
年
間
発
行
部
数
は
一
一
、二
三
四
、二
九
九
部
、『
中
國
』は
四
、五
六
二
、三
〇
六
部
で
あ
っ
た（
内

務
大
臣
官
房
文
書
課　

一
九
〇
〇　
『
大
日
本
帝
国
内
務
省
第
十
四
回
統
計
報
告
』東
京
：
忠
愛
社
：

三
六
八
頁
）。

(6)　

本
稿
引
用
記
事
お
よ
び
補
足
文
献
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

(7)　

大
迫　

二
〇
一
三
：
十
六
〜
二
一
頁
。

(8)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二
：
三
三
頁
。

(9)　

菅
真
城　

二
〇
〇
二 「
五
十
年
史
編
集
室
だ
よ
り
（
十
八
）
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
百
周
年
」  

『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
三
四
期
三
号 

№ 

三
七
二
。

(10)　

会
長
：
北
條
時
敬
、
主
任
：
野
田
義
夫
、
委
員
：
吉
田
信
太
、
藤
村
ス
エ
、
野
村
ハ
ル
、
理
事
：
戸
塚
巌
、

小
和
田
惟
德
、
加
藤
善
之
助
、
鈴
木
博
也
、
八
丁
春
太
朗
、
小
林
良
輔
、
上
田
耕
甫
、
田
中
丁
蔵
、

栗
田
茂
治
、商
議
員
：
杉
森
此
馬
、藤
村
作
、小
西
重
直
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）

一
九
一
〇　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
壹
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

六
九
頁
、
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ａ　
「
廣
島
高
師
の
丁
未
音
樂
會
」『
中
國
』〈
一
月
九
日
〉）。
会
員
の
会
費
に
関
し
て
は
、

特
別
会
員
の
会
費
は
毎
月
十
銭
、
通
常
会
員
の
会
費
は
金
三
銭
で
あ
っ
た
（
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
々
則
要
綱
」　
『
中
國
』〈
一
月
十
九
日
〉）。

(11)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ　
「
丁
未
音
樂
會
發
會
式
」　
〈
一
月
二
二
日
〉
に
よ
る
と
、
実
際
の
開
会
時

間
は
午
後
一
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

(12)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
〇
頁
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ　
「
高
等
師
範
音
樂
演
奏
會
」　
〈
一
月
九
日
〉。

(13)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ
。

(14)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
。

(15)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
九
〜
七
〇
頁
、
中
國
新
聞
社 

一
九
〇
七

ｂ
。

(16)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
九
頁
。

(17)　

広
島
市
公
文
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普
及

　
　
　

―

「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

迫　

知　

佳　

子
（
日
本
学
術
振
興
会 

海
外
特
別
研
究
員
）

て
い
み
（『
中
国
』
に
は
「
て
い
び
」
と
ル
ビ
あ
り
）



　

１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
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２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日　

受
領

　
　
　
　
　
　

註

(1)　

竹
中
亨　

二
〇
〇
八　
「
明
治
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
・
ブ
ー
ム
」　
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
四
八
：
三
三
〜
四
〇
頁
。

(2)　

前
掲
：
三
八
頁
。

(3)　

谷
口
昭
弘;

森
田
信
一　

二
〇
一
〇　
「
明
治
期
の
富
山
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
：
文
献
調

査
に
よ
る
唱
歌
教
育
を
中
心
と
し
た
歴
史
の
再
構
築
」『
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
紀
要
』
五

（
一
）：
一
〇
一
〜
一
一
一
頁
、
坂
本
麻
実
子　

二
〇
〇
〇
〜
〇
二
「
明
治
時
代
の
師
範
学
校
へ
の

音
楽
教
員
の
配
置
：
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
の
勤
務
校
の
調
査
か
ら
」『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

五
四
：
四
九
〜
六
一
頁
、
大
迫
知
佳
子 

二
〇
一
三　
「
広
島
の
洋
楽
普
及
に
お
け
る
広
島
高
等
師

範
学
校
の
役
割―

吉
田
信
太
に
焦
点
を
当
て
て―

」『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
１

回
中
間
報
告
集
）
戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の
普
及
』『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
編
：
十
六
〜
二
一
頁
等
。

(4)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二　
『
追
懐 

広
島
高
等
師
範

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
』
広
島
：
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
：
三
三
頁
。

(5)　

広
島
日
刊
『
中
國
』
の
発
行
部
数
は
、明
治
四
一
年
に
「『
芸
備
日
日
新
聞
』
の
発
行
部
数
に
迫
る
」

（
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
（
編
）　

一
九
七
二　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』
広
島
：
中
国
新
聞
社
：

七
一
頁
）。
新
聞
ご
と
の
発
行
部
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
内
務
省
の
記
録
の
う
ち
、
最
も
明
治
後

期
に
近
い
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
発
行
さ
れ
た
記
録
に
よ
る
と
当
時
の
『
藝
備
日
日
新
聞
』

の
年
間
発
行
部
数
は
一
一
、二
三
四
、二
九
九
部
、『
中
國
』は
四
、五
六
二
、三
〇
六
部
で
あ
っ
た（
内

務
大
臣
官
房
文
書
課　

一
九
〇
〇　
『
大
日
本
帝
国
内
務
省
第
十
四
回
統
計
報
告
』東
京
：
忠
愛
社
：

三
六
八
頁
）。

(6)　

本
稿
引
用
記
事
お
よ
び
補
足
文
献
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

(7)　

大
迫　

二
〇
一
三
：
十
六
〜
二
一
頁
。

(8)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二
：
三
三
頁
。

(9)　

菅
真
城　

二
〇
〇
二 「
五
十
年
史
編
集
室
だ
よ
り
（
十
八
）
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
百
周
年
」  

『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
三
四
期
三
号 

№ 

三
七
二
。

(10)　

会
長
：
北
條
時
敬
、
主
任
：
野
田
義
夫
、
委
員
：
吉
田
信
太
、
藤
村
ス
エ
、
野
村
ハ
ル
、
理
事
：
戸
塚
巌
、

小
和
田
惟
德
、
加
藤
善
之
助
、
鈴
木
博
也
、
八
丁
春
太
朗
、
小
林
良
輔
、
上
田
耕
甫
、
田
中
丁
蔵
、

栗
田
茂
治
、商
議
員
：
杉
森
此
馬
、藤
村
作
、小
西
重
直
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）

一
九
一
〇　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
壹
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

六
九
頁
、
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ａ　
「
廣
島
高
師
の
丁
未
音
樂
會
」『
中
國
』〈
一
月
九
日
〉）。
会
員
の
会
費
に
関
し
て
は
、

特
別
会
員
の
会
費
は
毎
月
十
銭
、
通
常
会
員
の
会
費
は
金
三
銭
で
あ
っ
た
（
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
々
則
要
綱
」　
『
中
國
』〈
一
月
十
九
日
〉）。

(11)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ　
「
丁
未
音
樂
會
發
會
式
」　
〈
一
月
二
二
日
〉
に
よ
る
と
、
実
際
の
開
会
時

間
は
午
後
一
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

(12)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
〇
頁
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ　
「
高
等
師
範
音
樂
演
奏
會
」　
〈
一
月
九
日
〉。

(13)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ
。

(14)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
。

(15)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
九
〜
七
〇
頁
、
中
國
新
聞
社 

一
九
〇
七

ｂ
。

(16)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
九
頁
。

(17)　

広
島
市
公
文
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)
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「
明
治
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
・
ブ
ー
ム
」　
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
四
八
：
三
三
〜
四
〇
頁
。

(2)　

前
掲
：
三
八
頁
。

(3)　

谷
口
昭
弘;

森
田
信
一　

二
〇
一
〇　
「
明
治
期
の
富
山
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
：
文
献
調

査
に
よ
る
唱
歌
教
育
を
中
心
と
し
た
歴
史
の
再
構
築
」『
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
紀
要
』
五

（
一
）：
一
〇
一
〜
一
一
一
頁
、
坂
本
麻
実
子　

二
〇
〇
〇
〜
〇
二
「
明
治
時
代
の
師
範
学
校
へ
の

音
楽
教
員
の
配
置
：
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
の
勤
務
校
の
調
査
か
ら
」『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

五
四
：
四
九
〜
六
一
頁
、
大
迫
知
佳
子 

二
〇
一
三　
「
広
島
の
洋
楽
普
及
に
お
け
る
広
島
高
等
師

範
学
校
の
役
割―

吉
田
信
太
に
焦
点
を
当
て
て―

」『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
１

回
中
間
報
告
集
）
戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の
普
及
』『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
編
：
十
六
〜
二
一
頁
等
。

(4)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二　
『
追
懐 

広
島
高
等
師
範

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
』
広
島
：
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
：
三
三
頁
。

(5)　

広
島
日
刊
『
中
國
』
の
発
行
部
数
は
、明
治
四
一
年
に
「『
芸
備
日
日
新
聞
』
の
発
行
部
数
に
迫
る
」

（
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
（
編
）　

一
九
七
二　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』
広
島
：
中
国
新
聞
社
：

七
一
頁
）。
新
聞
ご
と
の
発
行
部
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
内
務
省
の
記
録
の
う
ち
、
最
も
明
治
後

期
に
近
い
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
発
行
さ
れ
た
記
録
に
よ
る
と
当
時
の
『
藝
備
日
日
新
聞
』

の
年
間
発
行
部
数
は
一
一
、二
三
四
、二
九
九
部
、『
中
國
』は
四
、五
六
二
、三
〇
六
部
で
あ
っ
た（
内

務
大
臣
官
房
文
書
課　

一
九
〇
〇　
『
大
日
本
帝
国
内
務
省
第
十
四
回
統
計
報
告
』東
京
：
忠
愛
社
：

三
六
八
頁
）。

(6)　

本
稿
引
用
記
事
お
よ
び
補
足
文
献
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

(7)　

大
迫　

二
〇
一
三
：
十
六
〜
二
一
頁
。

(8)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二
：
三
三
頁
。

(9)　

菅
真
城　

二
〇
〇
二 「
五
十
年
史
編
集
室
だ
よ
り
（
十
八
）
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
百
周
年
」  

『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
三
四
期
三
号 

№ 

三
七
二
。

(10)　

会
長
：
北
條
時
敬
、
主
任
：
野
田
義
夫
、
委
員
：
吉
田
信
太
、
藤
村
ス
エ
、
野
村
ハ
ル
、
理
事
：
戸
塚
巌
、

小
和
田
惟
德
、
加
藤
善
之
助
、
鈴
木
博
也
、
八
丁
春
太
朗
、
小
林
良
輔
、
上
田
耕
甫
、
田
中
丁
蔵
、

栗
田
茂
治
、商
議
員
：
杉
森
此
馬
、藤
村
作
、小
西
重
直
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）

一
九
一
〇　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
壹
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

六
九
頁
、
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ａ　
「
廣
島
高
師
の
丁
未
音
樂
會
」『
中
國
』〈
一
月
九
日
〉）。
会
員
の
会
費
に
関
し
て
は
、

特
別
会
員
の
会
費
は
毎
月
十
銭
、
通
常
会
員
の
会
費
は
金
三
銭
で
あ
っ
た
（
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
々
則
要
綱
」　
『
中
國
』〈
一
月
十
九
日
〉）。

(11)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ　
「
丁
未
音
樂
會
發
會
式
」　
〈
一
月
二
二
日
〉
に
よ
る
と
、
実
際
の
開
会
時

間
は
午
後
一
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

(12)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
〇
頁
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ　
「
高
等
師
範
音
樂
演
奏
會
」　
〈
一
月
九
日
〉。

(13)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ
。

(14)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
。

(15)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
九
〜
七
〇
頁
、
中
國
新
聞
社 

一
九
〇
七

ｂ
。

(16)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
九
頁
。

(17)　

広
島
市
公
文
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)
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廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会
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１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)
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會
講
演
集 

第
壹
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

六
九
頁
、
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ａ　
「
廣
島
高
師
の
丁
未
音
樂
會
」『
中
國
』〈
一
月
九
日
〉）。
会
員
の
会
費
に
関
し
て
は
、

特
別
会
員
の
会
費
は
毎
月
十
銭
、
通
常
会
員
の
会
費
は
金
三
銭
で
あ
っ
た
（
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
々
則
要
綱
」　
『
中
國
』〈
一
月
十
九
日
〉）。

(11)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ　
「
丁
未
音
樂
會
發
會
式
」　
〈
一
月
二
二
日
〉
に
よ
る
と
、
実
際
の
開
会
時

間
は
午
後
一
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

(12)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
〇
頁
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ　
「
高
等
師
範
音
樂
演
奏
會
」　
〈
一
月
九
日
〉。

(13)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ
。

(14)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
。

(15)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
九
〜
七
〇
頁
、
中
國
新
聞
社 

一
九
〇
七

ｂ
。

(16)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
九
頁
。

(17)　

広
島
市
公
文
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日　

受
領

　
　
　
　
　
　

註

(1)　

竹
中
亨　

二
〇
〇
八　
「
明
治
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
・
ブ
ー
ム
」　
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
四
八
：
三
三
〜
四
〇
頁
。

(2)　

前
掲
：
三
八
頁
。

(3)　

谷
口
昭
弘;

森
田
信
一　

二
〇
一
〇　
「
明
治
期
の
富
山
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
：
文
献
調

査
に
よ
る
唱
歌
教
育
を
中
心
と
し
た
歴
史
の
再
構
築
」『
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
紀
要
』
五

（
一
）：
一
〇
一
〜
一
一
一
頁
、
坂
本
麻
実
子　

二
〇
〇
〇
〜
〇
二
「
明
治
時
代
の
師
範
学
校
へ
の

音
楽
教
員
の
配
置
：
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
の
勤
務
校
の
調
査
か
ら
」『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

五
四
：
四
九
〜
六
一
頁
、
大
迫
知
佳
子 

二
〇
一
三　
「
広
島
の
洋
楽
普
及
に
お
け
る
広
島
高
等
師

範
学
校
の
役
割―

吉
田
信
太
に
焦
点
を
当
て
て―

」『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
１

回
中
間
報
告
集
）
戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の
普
及
』『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
編
：
十
六
〜
二
一
頁
等
。

(4)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二　
『
追
懐 

広
島
高
等
師
範

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
』
広
島
：
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
：
三
三
頁
。

(5)　

広
島
日
刊
『
中
國
』
の
発
行
部
数
は
、明
治
四
一
年
に
「『
芸
備
日
日
新
聞
』
の
発
行
部
数
に
迫
る
」

（
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
（
編
）　

一
九
七
二　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』
広
島
：
中
国
新
聞
社
：

七
一
頁
）。
新
聞
ご
と
の
発
行
部
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
内
務
省
の
記
録
の
う
ち
、
最
も
明
治
後

期
に
近
い
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
発
行
さ
れ
た
記
録
に
よ
る
と
当
時
の
『
藝
備
日
日
新
聞
』

の
年
間
発
行
部
数
は
一
一
、二
三
四
、二
九
九
部
、『
中
國
』は
四
、五
六
二
、三
〇
六
部
で
あ
っ
た（
内

務
大
臣
官
房
文
書
課　

一
九
〇
〇　
『
大
日
本
帝
国
内
務
省
第
十
四
回
統
計
報
告
』東
京
：
忠
愛
社
：

三
六
八
頁
）。

(6)　

本
稿
引
用
記
事
お
よ
び
補
足
文
献
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

(7)　

大
迫　

二
〇
一
三
：
十
六
〜
二
一
頁
。

(8)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二
：
三
三
頁
。

(9)　

菅
真
城　

二
〇
〇
二 「
五
十
年
史
編
集
室
だ
よ
り
（
十
八
）
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
百
周
年
」  

『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
三
四
期
三
号 

№ 

三
七
二
。

(10)　

会
長
：
北
條
時
敬
、
主
任
：
野
田
義
夫
、
委
員
：
吉
田
信
太
、
藤
村
ス
エ
、
野
村
ハ
ル
、
理
事
：
戸
塚
巌
、

小
和
田
惟
德
、
加
藤
善
之
助
、
鈴
木
博
也
、
八
丁
春
太
朗
、
小
林
良
輔
、
上
田
耕
甫
、
田
中
丁
蔵
、

栗
田
茂
治
、商
議
員
：
杉
森
此
馬
、藤
村
作
、小
西
重
直
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）

一
九
一
〇　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
壹
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

六
九
頁
、
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ａ　
「
廣
島
高
師
の
丁
未
音
樂
會
」『
中
國
』〈
一
月
九
日
〉）。
会
員
の
会
費
に
関
し
て
は
、

特
別
会
員
の
会
費
は
毎
月
十
銭
、
通
常
会
員
の
会
費
は
金
三
銭
で
あ
っ
た
（
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
々
則
要
綱
」　
『
中
國
』〈
一
月
十
九
日
〉）。

(11)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ　
「
丁
未
音
樂
會
發
會
式
」　
〈
一
月
二
二
日
〉
に
よ
る
と
、
実
際
の
開
会
時

間
は
午
後
一
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

(12)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
〇
頁
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ　
「
高
等
師
範
音
樂
演
奏
會
」　
〈
一
月
九
日
〉。

(13)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ
。

(14)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
。

(15)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
九
〜
七
〇
頁
、
中
國
新
聞
社 

一
九
〇
七

ｂ
。

(16)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
九
頁
。

(17)　

広
島
市
公
文
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

- 25 -

表
1　
丁
未
音
楽
会
に
お
け
る
講
演
会
一
覧
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
 『
広
島
高
等
師
範
学
校
丁
未
音
楽
会
講
演
集
』
1910: 70-87, 1911: 74-75

及
び
各
講
演
詳
細
を
参
考
に
大
迫
作
成
）

* 表
2
に
示
し
た
演
奏
会
を
指
す
。
以
下
同
じ
。

回
日
時
（
場
所
）

講
演
題
目

講
演
者
（
講
演
時
の
会
内
身
分
）

付
記

1
1908 / M

41年
3月

5日
（
講
堂
）

「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
」
の
音
樂
説

野
田
義
夫
（
主
任
）

・
来
聴
者
は
会
員

80余
名
、
藤
村
教
授
、
吉
田
助
教
授
、
附
属
小
学
校
の
藤
村
、

野
村
の

2教
師

2
1908 / M

41年
6月

20日
（
職
員
食
堂
）

音
樂
の
起
源

野
田
義
夫
（
主
任
）

・
来
聴
者
は
会
員

40余
名

3
1908 / M

41年
11月

27日
（
講
堂
）

音
樂
の
眞
髄

西
晋
一
郎

・
来
聴
者
は

30余
名

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
壹
輯
』
内
の
記
事
「
音
樂
」
が
講
演
内
容
に
あ
た
る
と
み
ら

れ
る

4
1909 / M

42年
6月

14日
（
音
楽
教
室
）

情
の
言
語

黒
坂
禎
次
（
特
別
会
員
）

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
壹
輯
』
に
掲
載

5
1910 / M

43年
6月

21日
音
樂
上
の
雑
感

内
海
靜
（
特
別
会
員
）

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
弐
輯
』
内
の
記
事
「
音
樂
雑
話
」
が
講
演
内
容
に
あ
た
る
と

み
ら
れ
る

美
の
定
義

小
西
重
直
（
主
事
）

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
弐
輯
』
内
の
記
事
「
美
の
性
質
の
一
部
に
就
て
」
が
講
演
内

容
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る

6
1911 / M

44年
1月

13日
音
樂
教
育
に
就
い
て

三
澤
糾
（
商
議
員
）

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
弐
輯
』
内
の
記
事
「
音
樂
教
育
論
」
が
講
演
内
容
に
あ
た
る

と
み
ら
れ
る

演
1*

1907 / M
40年

1月
20日

不
明

小
西
重
直
（
商
議
員
）

・
第

1回
演
奏
会
第

2部
冒
頭
に
お
け
る
講
演

演
3

1907 / M
40年

6月
21日

音
樂
と
社
會
教
育

塚
原
政
次

・
第

3回
演
奏
会
第

2部
冒
頭
に
お
け
る
講
演

※
1908 / M

41年
11月

か
ら
商
議
員

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
輯
第
壹
輯
』
お
よ
び

6月
24日

・26日
付
の
『
中
國
』
に
内
容

※
1910 / M

43年
か
ら
主
事

掲
載

演
5

1908 / M
41年

3月
30日

不
明

塚
原
政
次

・
演
奏
会
卒
業
記
念
大
会
第

2部
に
お
け
る
講
演

・
こ
の
大
会
の
第

1部
は
講
演
会
だ
っ
た

演
音
樂
の
教
育
的
價
値
に
就
て

小
西
重
直
（
商
議
員
ま
た
は
主
事
）

・
第

3回
ま
た
は

6回
演
奏
会
に
お
け
る
講
話
と
見
ら
れ
る

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
壹
輯
』
に
掲
載

演
6

1908 / M
41年

10月
11日

音
樂
は
果
し
て
人
心
を
淫
靡
な
ら
し
む
る
も
の
か

靑
/赤

木
萬
次
郎

・
第

6回
演
奏
会
茶
話
会
に
お
け
る
講
話

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
壹
輯
』
に
掲
載

演
演
奏
前
二
十
分

春
山
作
樹
（
商
議
員
）

・
第

7回
演
奏
会
に
お
け
る
講
話
と
見
ら
れ
る

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
壹
輯
』
に
掲
載

演
9

1909 / M
42年

11月
27日

・28日
日
本
古
來
ノ
音
樂
ト
近
世
ノ
音
樂
ト
の
比
較

北
條
時
敬
（
会
長
）

・
第

9回
演
奏
会
第

2部
冒
頭
に
お
け
る
講
話

演
10

1910 / M
43年

2月
27日

咽
喉
の
硬
直
に
就
て

眞
田
幸
憲
（
商
議
員
）

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
弐
輯
』
内
の
記
事
「
咽
喉
硬
直
」
が
講
演
内
容
に
あ
た
る
と

み
ら
れ
る

不
明

聽
者
の
音
樂

北
條
時
敬

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
壹
輯
』
に
掲
載

不
明

唱
歌
教
授
の
研
究
に
就
て

眞
田
幸
憲

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
壹
輯
』
に
掲
載

不
明

國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌

吉
田
信
太

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
弐
輯
』
に
掲
載

不
明

兒
童
と
音
樂

塚
原
政
次

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
弐
輯
』
に
掲
載

不
明

藤
原
時
代
の
樂
器
特
に
管
弦

栗
田
茂
治

・
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
第
弐
輯
』
に
掲
載



　

１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し
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１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)
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〇
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師
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校
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楽
史
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向
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）
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の
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洋
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史
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追
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(5)　

広
島
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『
中
國
』
の
発
行
部
数
は
、明
治
四
一
年
に
「『
芸
備
日
日
新
聞
』
の
発
行
部
数
に
迫
る
」

（
中
国
新
聞
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史
編
纂
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員
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編
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『
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史
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〇
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録
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部
、『
中
國
』は
四
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六
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部
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臣
官
房
文
書
課　

一
九
〇
〇　
『
大
日
本
帝
国
内
務
省
第
十
四
回
統
計
報
告
』東
京
：
忠
愛
社
：

三
六
八
頁
）。

(6)　

本
稿
引
用
記
事
お
よ
び
補
足
文
献
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

(7)　

大
迫　

二
〇
一
三
：
十
六
〜
二
一
頁
。

(8)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二
：
三
三
頁
。

(9)　

菅
真
城　

二
〇
〇
二 「
五
十
年
史
編
集
室
だ
よ
り
（
十
八
）
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
百
周
年
」  

『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
三
四
期
三
号 

№ 

三
七
二
。

(10)　

会
長
：
北
條
時
敬
、
主
任
：
野
田
義
夫
、
委
員
：
吉
田
信
太
、
藤
村
ス
エ
、
野
村
ハ
ル
、
理
事
：
戸
塚
巌
、

小
和
田
惟
德
、
加
藤
善
之
助
、
鈴
木
博
也
、
八
丁
春
太
朗
、
小
林
良
輔
、
上
田
耕
甫
、
田
中
丁
蔵
、

栗
田
茂
治
、商
議
員
：
杉
森
此
馬
、藤
村
作
、小
西
重
直
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）

一
九
一
〇　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
壹
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

六
九
頁
、
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ａ　
「
廣
島
高
師
の
丁
未
音
樂
會
」『
中
國
』〈
一
月
九
日
〉）。
会
員
の
会
費
に
関
し
て
は
、

特
別
会
員
の
会
費
は
毎
月
十
銭
、
通
常
会
員
の
会
費
は
金
三
銭
で
あ
っ
た
（
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
々
則
要
綱
」　
『
中
國
』〈
一
月
十
九
日
〉）。

(11)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ　
「
丁
未
音
樂
會
發
會
式
」　
〈
一
月
二
二
日
〉
に
よ
る
と
、
実
際
の
開
会
時

間
は
午
後
一
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

(12)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
〇
頁
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ　
「
高
等
師
範
音
樂
演
奏
會
」　
〈
一
月
九
日
〉。

(13)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ
。

(14)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
。

(15)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
九
〜
七
〇
頁
、
中
國
新
聞
社 

一
九
〇
七

ｂ
。

(16)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
九
頁
。

(17)　

広
島
市
公
文
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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表
2-1　

丁
未
音
楽
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
 『
広
島
高
等
師
範
学
校
丁
未
音
楽
会
講
演
集
』
1910: 70-87, 1911: 74-75、

 
 

各
新
聞
記
事
を
参
考
に
大
迫
作
成
：
付
記
以
外
の
表
記
は
文
献
に
従
う
）

回
日
時
（
場
所
）

曲
目

作
曲
者
　
［
大
迫
付
記
］

演
奏
形
態

全
作
品
数

一
次
的
洋
楽
作
品
数

付
記

1
1907 / M

40年
新
年
の
祝

ク
ツ
ケ
ン

唱
歌

25
14

・
来
聴
者
は
第
五
師
団
長
海
軍
兵
学
校
教
官
始
め
七
百
余
名

1月
20日

破
邪
曲

ク
ツ
ケ
ン

唱
歌

・
純
邦
楽
作
品
「
松
風
」
（
箏
）
の
演
奏
あ
り

（
講
堂
）

コ
ラ
ル

チ
エ
ル
ニ
ー

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

・ 1月
9日

付
の
『
中
國
』
に
告
知
記
事

マ
ー
チ

チ
エ
ル
ニ
ー

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

・1月
22日

付
の
『
中
國
』
に
報
告
記
事

領
巾
摩
嶺

シ
ル
ヘ
ル

唱
歌

テ
ル
（
マ
テ
ル
デ
）

ロ
ツ
シ
ニ
ー

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
合
奏

ガ
ヴ
オ
ツ
ト

バ
ツ
ハ

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
合
奏

ト
ロ
メ
ラ
イ

シ
ユ
ー
マ
ン

オ
ル
ガ
ン
連
奏

ウ
イ
ツ
デ
ン
グ
マ
ー
チ

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

オ
ル
ガ
ン
連
奏

カ
ム
ミ
ン
グ
、
ス
ロ
ー
、
ザ

 ラ
イ

記
載
な
し
［
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
］

ピ
ヤ
ノ
獨
奏

ト
リ
ツ
プ
リ
ツ
ツ

記
載
な
し

ピ
ヤ
ノ
獨
奏

ラ
、
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ

佛
國
々
歌

唱
歌

い
ざ
う
た
な

シ
ル
ヘ
ル

合
唱

ソ
ナ
チ
子

ク
ー
ラ
ウ

ピ
ヤ
ノ
獨
奏

2
1907 / M

40年
デ
イ
ー
ハ
イ
ム
、
ワ
ツ
ヘ
、
エ
ー
へ

シ
モ
ロ
サ

ピ
ヤ
ノ
連
弾

9
8
・
来
聴
者
は
会
員
、
職
員
家
族
、
学
生
等
八
百
余
名

5月
7日

オ
ー
ウ
ツ
ド
、
ザ
ツ
ト
、
マ
イ
、
ラ
ウ
゛

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

二
部
合
唱

・
シ
ヤ
ノ
ン
嬢
（
ピ
ア
ノ
）
、
ラ
ニ
ヤ
ス
嬢
（
ピ
ア
ノ
・
歌
）
、
サ
ウ
タ
ー
嬢

（
講
堂
）

フ
オ
ン
、
ウ
エ
ー
ベ
ル
ス
、
ラ
ス
ト
、
ア
イ
デ
ア

ク
ラ
ー
メ
ル

ピ
ヤ
ノ
獨
奏

（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
演
奏
あ
り

ゼ
、
キ
ン
グ
、
オ
ヴ
マ
イ
、
セ
パ
ー
ト
、
イ
ズ

グ
ー
ノ
ー

獨
唱

・5月
9日

付
の
『
中
國
』
に
報
告
記
事

ゴ
ー
ル
デ
ン
ベ
ル
ス

記
載
な
し
［
バ
ッ
ハ
］

ピ
ヤ
ノ
聯
弾

日
本
三
景

ケ
ル
ビ
ニ

三
部
合
唱

セ
ン
ト
ポ
ー
ル

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ン

獨
唱

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
、
ソ
ナ
タ

ベ
ー
ト
ホ
ー
ヴ
ェ
ン

ピ
ヤ
ノ
獨
奏

3
1907 / M

40年
コ
ー
ル

グ
ル
ツ
ク

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

28（29）
9（10）

・
市
内
及
び
郡
部
小
学
校
教
員
六
百
余
名
を
招
く

6月
21日

ガ
ヴ
オ
ツ
ト

ホ
フ
マ
ン

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
合
奏

・
来
賓
は
本
県
事
務
官
、
郡
長
、
郡
視
学
、
各
校
長
等
九
十
余
名

（
講
堂
）

ヴ
イ
ン
ナ
マ
ー
チ

ゴ
ル
ド
ン

ピ
ヤ
ノ
聯
弾

・6月
18日

付
の
『
中
國
』
に
告
知
記
事

旅
の
夜

ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン

二
部
合
唱

（
第

3回
演
奏
会
は

6月
22日

午
後

7時
か
ら
と
告
知
さ
れ
て
い
る
）

姉
妹

ク
ラ
メ
ル

二
部
合
唱

・ 6月
22日

付
の
『
中
國
』
に
報
告
記
事

セ
レ
ナ
ー
デ

グ
ー
ノ
ー

獨
唱

 
（
「
安
佐
郡
の
如
き
は
百
数
十
名
合
同
し
て
来
會
す
る
由

…
」
）

デ
、
ル
ス
チ
ー
ゲ
ン
、
ワ
イ
ベ
ル
、

記
載
な
し
［
オ
ッ
ト
ー
・
ニ
コ
ラ
イ
］

ピ
ヤ
ノ
聯
弾

・ 6月
24日

付
の
『
中
國
』
に
報
告
記
事

フ
オ
ン
ウ
ヰ
ン
ゾ
ー
ル

・6月
24日

、
6月

26日
付
の
『
中
國
』
に
講
演
要
旨

イ
タ
リ
ア
ン
、
ロ
ー
マ
ン
ス

ボ
ユ
ー
ム

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
獨
奏

・6月
20日

に
講
堂
で
「
豫
習
會
」
を
催
し
た

ガ
ヴ
オ
ツ
ト

レ
フ
エ
ー
ル
ド

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
獨
奏

*
デ
ル
ョ
リ
フ
●
ホ
ン
バ
ク
ザ
ツ
ト

ボ
イ
ル
デ
ン

ピ
ア
ノ
連
弾

*
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會

 1910の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
記
載
な
し



　

１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)
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一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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表
2-2　

丁
未
音
楽
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
 『
広
島
高
等
師
範
学
校
丁
未
音
楽
会
講
演
集
』
1910: 70-87, 1911: 74-75、

 
 

各
新
聞
記
事
を
参
考
に
大
迫
作
成
：
付
記
以
外
の
表
記
は
文
献
に
従
う
）

回
日

時
（
場

所
）

曲
目

作
曲

者
　
［
大

迫
付

記
］

演
奏

形
態

全
作

品
数

一
次

的
洋

楽
作

品
数

付
記

4
1907 / M

40年
舟

行
ハ

ル
ト
マ
ン

唱
歌

13
11

・
来

聴
者

は
音

楽
会

員
及

び
職

員
家

族
広

島
市

内
の
紳

士
淑

女

11月
30日

及
び

ゼ
、
メ
リ
ー

ペ
ザ
ン
ト

シ
ユ
ー

ベ
ル
ト

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
合

奏
八

百
余

名

12月
1日

マ
ー

チ
ホ
フ
マ
ン

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
合

奏
・ 11月

17日
付

の
『
中

國
』
に
告

知
記

事

（
講

堂
）

ア
ー

、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、
ア
イ
ズ
、
オ
ブ
、

ラ
ツ
セ
ン

獨
唱

・12月
2日

付
の
『
中

國
』
に
報

告
記

事

ア
ジ
ユ
ー

ア
・
前

日
に
「
予

習
会

」
を
催

し
た

ス
ウ
エ
ー

ト
ホ
ー

ム
ヒ
ユ
ー

ウ
イ
ツ
ト

オ
ル
ガ
ン
獨

奏

紅
葉

狩
ア
プ
ト

合
唱

子
ア
ポ
リ
タ
ン

ロ
ー

ソ
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨

奏

ジ
ヨ
セ
リ
ン
の
子

守
歌

ゴ
ダ
ー

ル
獨

唱

ホ
ツ
ト
プ
ー

リ
ー

ニ
コ
ラ
イ

ピ
ヤ
ノ
連

弾

ロ
ン
ド
ー

ア
ダ
ム

ピ
ヤ
ノ
連

弾

*
橘

の
薫

ケ
ル
ビ
ニ

合
唱

5
1908 / M

41年
戀

し
き
母

ペ
ル
ス
キ
ン

唱
歌

10
9

卒
3月

30日
花

の
あ
け
く
れ

ハ
ウ
プ
ト

唱
歌

業
（
講

堂
）

オ
ー

、
ザ
ツ
ト
、
ツ
ー

、
ウ
エ
ー

ア
、
メ
ー

イ
ン
グ

グ
ー

ノ
ー

獨
唱

記
鶯

の
歌

ハ
ル
ラ
ー

合
唱

年
船

出
ハ

ル
ラ
ー

合
唱

大
ホ
ー

ム
、
ス
ウ
イ
ー

ト
、
ホ
ー

ム
記

載
な
し
［
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
民

謡
］

オ
ル
ガ
ン
獨

奏

會
歸

雁
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ン

二
部

合
唱

此
御

山
モ
ツ
ア
ル
ト

合
唱

薩
摩

潟
シ
ユ
ー

マ
ン

合
唱

6
1908 / M

41年
親

し
き
友

シ
ル
ヘ

ル
合

唱
19

19
・
来

聴
者

は
あ
わ
せ

て
千

五
百

余
名

10月
10日

慈
善

グ
ロ
ー

ヴ
ア

合
唱

・10日
は

学
生

、
11日

は
中

等
学

校
教

員
官

吏
実

業
家

を
主

と
し
、

10月
11日

ロ
ー

マ
ン
ス

リ
ン
コ
ル
ン

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
獨

奏
小

学
校

教
員

も
招

請
さ
れ
る
。

（
講

堂
）

秋
の
夜

ラ
イ
ハ

ル
ト

獨
唱

・10月
13日

付
の
『
中

國
新

聞
』
に
報

告
記

事

*
ソ
ナ

タ
ハ

イ
ド
ン

ピ
ア
ノ
獨

奏

櫻
井

モ
ツ
ア
ル
ト

二
部

合
唱

バ
ル
カ
ロ
ー

ル
ヒ
ツ
シ
ヤ
ア

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨

奏

マ
ツ
オ
ル
カ

デ
ム
ス

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨

奏

デ
ア
、
リ
ン
デ

ン
、
バ

ウ
ム

シ
ユ
ー

ベ
ル
ト

獨
唱

薩
摩

潟
シ
ユ
ー

マ
ン

合
唱

大
塔

宮
ゲ
ル
ス
パ

ハ
合

唱

二
見

ガ
浦

ロ
ツ
レ
ス

合
唱

旅
愁

米
國

民
歌

獨
唱

ソ
ナ

チ
子

グ
ロ
ス
ハ

イ
ム

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨

奏

秋
風

レ
ン
ツ

二
部

合
唱

**
ア
ン
プ
ロ
プ
チ

ユ
ー

シ
ユ
ー

ベ
ル
ト

ピ
ア
ノ
獨

弾

ロ
ツ
ク
イ
ン
、
ザ
、
ク
レ
ー

ド
ル
、
オ
ブ
、
ザ
、

ア
ー

レ
獨

唱

デ
ー

ブ
ナ

イ
ト
、
メ
ー

ド
、
オ
ブ
、
ア
ゼ
ン
ス

ベ
ル
ス
ー

ス
（
フ
ロ
ー

ム
　
ジ
ヨ
ス
リ
ン
）

記
載
な
し
［
ゴ
ダ
ー
ル
ま
た
は
グ
ー
ノ
ー
］

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨

奏

橘
の
薫

ケ
ル
ビ
ニ

合
唱

*
演

奏
者

病
気

の
た
め
未

演
奏

**
演

奏
者

病
気

の
た
め
未

演
奏

*
山

中
高

等
女

学
校

と
の
合

同
演

奏



　

１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
八
日　

受
領

　
　
　
　
　
　

註

(1)　

竹
中
亨　

二
〇
〇
八　
「
明
治
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
・
ブ
ー
ム
」　
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
四
八
：
三
三
〜
四
〇
頁
。

(2)　

前
掲
：
三
八
頁
。

(3)　

谷
口
昭
弘;

森
田
信
一　

二
〇
一
〇　
「
明
治
期
の
富
山
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
：
文
献
調

査
に
よ
る
唱
歌
教
育
を
中
心
と
し
た
歴
史
の
再
構
築
」『
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
紀
要
』
五

（
一
）：
一
〇
一
〜
一
一
一
頁
、
坂
本
麻
実
子　

二
〇
〇
〇
〜
〇
二
「
明
治
時
代
の
師
範
学
校
へ
の

音
楽
教
員
の
配
置
：
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
の
勤
務
校
の
調
査
か
ら
」『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

五
四
：
四
九
〜
六
一
頁
、
大
迫
知
佳
子 

二
〇
一
三　
「
広
島
の
洋
楽
普
及
に
お
け
る
広
島
高
等
師

範
学
校
の
役
割―

吉
田
信
太
に
焦
点
を
当
て
て―

」『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
１

回
中
間
報
告
集
）
戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の
普
及
』『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
編
：
十
六
〜
二
一
頁
等
。

(4)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二　
『
追
懐 

広
島
高
等
師
範

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
』
広
島
：
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
：
三
三
頁
。

(5)　

広
島
日
刊
『
中
國
』
の
発
行
部
数
は
、明
治
四
一
年
に
「『
芸
備
日
日
新
聞
』
の
発
行
部
数
に
迫
る
」

（
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
（
編
）　

一
九
七
二　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』
広
島
：
中
国
新
聞
社
：

七
一
頁
）。
新
聞
ご
と
の
発
行
部
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
内
務
省
の
記
録
の
う
ち
、
最
も
明
治
後

期
に
近
い
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
発
行
さ
れ
た
記
録
に
よ
る
と
当
時
の
『
藝
備
日
日
新
聞
』

の
年
間
発
行
部
数
は
一
一
、二
三
四
、二
九
九
部
、『
中
國
』は
四
、五
六
二
、三
〇
六
部
で
あ
っ
た（
内

務
大
臣
官
房
文
書
課　

一
九
〇
〇　
『
大
日
本
帝
国
内
務
省
第
十
四
回
統
計
報
告
』東
京
：
忠
愛
社
：

三
六
八
頁
）。

(6)　

本
稿
引
用
記
事
お
よ
び
補
足
文
献
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

(7)　

大
迫　

二
〇
一
三
：
十
六
〜
二
一
頁
。

(8)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二
：
三
三
頁
。

(9)　

菅
真
城　

二
〇
〇
二 「
五
十
年
史
編
集
室
だ
よ
り
（
十
八
）
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
百
周
年
」  

『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
三
四
期
三
号 

№ 

三
七
二
。

(10)　

会
長
：
北
條
時
敬
、
主
任
：
野
田
義
夫
、
委
員
：
吉
田
信
太
、
藤
村
ス
エ
、
野
村
ハ
ル
、
理
事
：
戸
塚
巌
、

小
和
田
惟
德
、
加
藤
善
之
助
、
鈴
木
博
也
、
八
丁
春
太
朗
、
小
林
良
輔
、
上
田
耕
甫
、
田
中
丁
蔵
、

栗
田
茂
治
、商
議
員
：
杉
森
此
馬
、藤
村
作
、小
西
重
直
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）

一
九
一
〇　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
壹
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

六
九
頁
、
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ａ　
「
廣
島
高
師
の
丁
未
音
樂
會
」『
中
國
』〈
一
月
九
日
〉）。
会
員
の
会
費
に
関
し
て
は
、

特
別
会
員
の
会
費
は
毎
月
十
銭
、
通
常
会
員
の
会
費
は
金
三
銭
で
あ
っ
た
（
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
々
則
要
綱
」　
『
中
國
』〈
一
月
十
九
日
〉）。

(11)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ　
「
丁
未
音
樂
會
發
會
式
」　
〈
一
月
二
二
日
〉
に
よ
る
と
、
実
際
の
開
会
時

間
は
午
後
一
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

(12)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
〇
頁
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ　
「
高
等
師
範
音
樂
演
奏
會
」　
〈
一
月
九
日
〉。

(13)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ
。

(14)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
。

(15)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
九
〜
七
〇
頁
、
中
國
新
聞
社 

一
九
〇
七

ｂ
。

(16)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
九
頁
。

(17)　

広
島
市
公
文
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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表
2-3　

丁
未
音
楽
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
 『
広
島
高
等
師
範
学
校
丁
未
音
楽
会
講
演
集
』
1910: 70-87, 1911: 74-75、

 
 

各
新
聞
記
事
を
参
考
に
大
迫
作
成
：
付
記
以
外
の
表
記
は
文
献
に
従
う
）

回
日

時
（
場

所
）

曲
目

作
曲

者
　
［
大

迫
付

記
］

演
奏

形
態

全
作

品
数

一
次

的
洋

楽
作

品
数

付
記

7
1909 / M

42年
全

曲
作

曲
者

不
記

載
の
た
め
判

別
不

可
44

・
来

聴
者

は
27
日

附
属

小
学

校
児

童
四

百
名

、
中

学
校

生
徒

三
百

名
、

2月
27日

校
友

会
百

余
名

。
28

日
広

島
本

市
内

中
等

小
学

校
の
教

員
約

四
百

名
、

2月
28日

会
員

百
五

十
余

名
、
職

員
及

び
職

員
家

族
百

五
十

名

（
講

堂
）

・1月
26日

、
2月

23日
付

の
『
中

國
新

聞
』
に

告
知

記
事

・ 3月
2日

付
の
『
中

國
新

聞
』
に
報

告
記

事

  
・
附

属
小

・
中

学
校

と
の
合

同
演

奏
会

8
1909 / M

42年
ミ
ツ
ド
サ
ン
マ
ー

 ナ
イ
ト ド

リ
ー

ム
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー

ン
ピ
ア
ノ
連

奏
12

10
・
北

條
校

長
の
「
萬

國
道

德
會

議
」
か
ら
の
帰

朝
歓

迎
の
た
め
に

6月
19日

ラ
セ
レ
ナ

ー
タ

ゾ
ラ
ガ

獨
唱

開
催

ア
ン
ダ
ン
テ
、
ロ
ン
ド

 キ
ヤ
プ
リ
ツ
シ
ヲ
ソ
ー

メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー

ン
ピ
ア
ノ
獨

奏
・
来

聴
者

は
職

員
及

び
家

族
、
講

習
員

、
外

国
人

、
音

楽
会

グ
リ
ー

テ
イ
ン
グ

メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー

ン
合

唱
会

員
、
校

友
会

会
員

六
百

余
名

ベ
ル
サ
ウ
ス

シ
ヨ
ー

パ
ク

ピ
ア
ノ
獨

奏
・
ミ
ス

 ラ
ニ
ヤ
ス
（
ピ
ア
ノ
・
歌

）
、
ミ
ス

 サ
ウ
タ
ー

（
ピ
ア
ノ
・
歌

）
に

サ
ペ

グ
ー

パ
ー

ド
ン
ド

ク
ラ
ー

ク
獨

唱
よ
る
演

奏
あ
り

ヴ
ア
ル
ツ
　
フ
ロ
ム
　
フ
ア
ウ
ス
ト

グ
ー

ノ
ー

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨

奏
・5月

21日
付

の
『
中

國
新

聞
』
に
上

記
2名

を

ロ
ー

マ
ン
ツ
ア

フ
ー

ス
ピ
ア
ノ
オ
ル
ガ
ン
合

奏
賛

助
員

に
推

薦
す

る
旨

の
報

告
あ
り

ザ
、
ビ
ユ
ー

タ
ン
ス
サ
ン
グ

パ
リ
ー

獨
唱

ノ
ク
ツ
ー

ル
ン

シ
ヨ
ー

パ
ン

ピ
ア
ノ
獨

奏

9
1909 / M

42年
舟

行
ハ

ル
ト
マ
ン

合
唱

56
16

・
附

属
中

小
学

と
の
合

同
演

奏
會

11月
27日

軍
の
舟

出
シ
ョ
ー

合
唱

・
来

聴
者

は
28日

に
一

千
人

に
達

す
る

11月
28日

秋
夕

獨
逸

國
民

歌
唱

歌
・
知

事
、
中

等
学

校
長

、
小

学
校

教
員

諸
氏

各
中

学
校

生
徒

等

ロ
オ
レ
ラ
イ

シ
ル
ヘ

ル
獨

唱
入

場
あ
り

萩
の
野

原
ア
プ
ト

合
唱

・
主

と
し
て
初

等
教

育
に
従

事
す

る
人

に
聞

か
せ

る
こ
と
を
目

的

ラ
マ
ル
セ
ー

ユ
佛

國
々

歌
合

唱
と
す

る

虫
の
音

ノ
ー

ル
エ
ー

國
民

歌
唱

歌

我
國

兵
士

ク
ツ
ケ
ン

唱
歌

戦
の
あ
と

モ
ン
ト
コ
ー

ス
唱

歌

亡
友

を
想

ふ
ア
プ
ト

合
唱

歸
雁

獨
乙

國
民

歌
唱

歌

虹
獨

逸
國

民
歌

唱
歌

日
光

月
光

ベ
ト
ー

ベ
ン

合
唱

春
の
光

ゴ
ー

ウ
エ
ン

唱
歌

祭
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー

ン
唱

歌

ゆ
ふ

べ
の
夢

シ
ユ
ー

ベ
ル
ト

獨
唱



　

１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)
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〇
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(1)　

竹
中
亨　

二
〇
〇
八　
「
明
治
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
・
ブ
ー
ム
」　
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
四
八
：
三
三
〜
四
〇
頁
。

(2)　

前
掲
：
三
八
頁
。

(3)　

谷
口
昭
弘;

森
田
信
一　

二
〇
一
〇　
「
明
治
期
の
富
山
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
：
文
献
調

査
に
よ
る
唱
歌
教
育
を
中
心
と
し
た
歴
史
の
再
構
築
」『
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
紀
要
』
五

（
一
）：
一
〇
一
〜
一
一
一
頁
、
坂
本
麻
実
子　

二
〇
〇
〇
〜
〇
二
「
明
治
時
代
の
師
範
学
校
へ
の

音
楽
教
員
の
配
置
：
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
の
勤
務
校
の
調
査
か
ら
」『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

五
四
：
四
九
〜
六
一
頁
、
大
迫
知
佳
子 

二
〇
一
三　
「
広
島
の
洋
楽
普
及
に
お
け
る
広
島
高
等
師

範
学
校
の
役
割―

吉
田
信
太
に
焦
点
を
当
て
て―

」『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
１

回
中
間
報
告
集
）
戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の
普
及
』『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
編
：
十
六
〜
二
一
頁
等
。

(4)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二　
『
追
懐 

広
島
高
等
師
範

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
』
広
島
：
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
：
三
三
頁
。

(5)　

広
島
日
刊
『
中
國
』
の
発
行
部
数
は
、明
治
四
一
年
に
「『
芸
備
日
日
新
聞
』
の
発
行
部
数
に
迫
る
」

（
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
（
編
）　

一
九
七
二　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』
広
島
：
中
国
新
聞
社
：

七
一
頁
）。
新
聞
ご
と
の
発
行
部
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
内
務
省
の
記
録
の
う
ち
、
最
も
明
治
後

期
に
近
い
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
発
行
さ
れ
た
記
録
に
よ
る
と
当
時
の
『
藝
備
日
日
新
聞
』

の
年
間
発
行
部
数
は
一
一
、二
三
四
、二
九
九
部
、『
中
國
』は
四
、五
六
二
、三
〇
六
部
で
あ
っ
た（
内

務
大
臣
官
房
文
書
課　

一
九
〇
〇　
『
大
日
本
帝
国
内
務
省
第
十
四
回
統
計
報
告
』東
京
：
忠
愛
社
：

三
六
八
頁
）。

(6)　

本
稿
引
用
記
事
お
よ
び
補
足
文
献
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

(7)　

大
迫　

二
〇
一
三
：
十
六
〜
二
一
頁
。

(8)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二
：
三
三
頁
。

(9)　

菅
真
城　

二
〇
〇
二 「
五
十
年
史
編
集
室
だ
よ
り
（
十
八
）
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
百
周
年
」  

『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
三
四
期
三
号 

№ 

三
七
二
。

(10)　

会
長
：
北
條
時
敬
、
主
任
：
野
田
義
夫
、
委
員
：
吉
田
信
太
、
藤
村
ス
エ
、
野
村
ハ
ル
、
理
事
：
戸
塚
巌
、

小
和
田
惟
德
、
加
藤
善
之
助
、
鈴
木
博
也
、
八
丁
春
太
朗
、
小
林
良
輔
、
上
田
耕
甫
、
田
中
丁
蔵
、

栗
田
茂
治
、商
議
員
：
杉
森
此
馬
、藤
村
作
、小
西
重
直
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）

一
九
一
〇　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
壹
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

六
九
頁
、
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ａ　
「
廣
島
高
師
の
丁
未
音
樂
會
」『
中
國
』〈
一
月
九
日
〉）。
会
員
の
会
費
に
関
し
て
は
、

特
別
会
員
の
会
費
は
毎
月
十
銭
、
通
常
会
員
の
会
費
は
金
三
銭
で
あ
っ
た
（
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
々
則
要
綱
」　
『
中
國
』〈
一
月
十
九
日
〉）。

(11)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ　
「
丁
未
音
樂
會
發
會
式
」　
〈
一
月
二
二
日
〉
に
よ
る
と
、
実
際
の
開
会
時

間
は
午
後
一
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

(12)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
〇
頁
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ　
「
高
等
師
範
音
樂
演
奏
會
」　
〈
一
月
九
日
〉。

(13)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ
。

(14)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
。

(15)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
九
〜
七
〇
頁
、
中
國
新
聞
社 

一
九
〇
七

ｂ
。

(16)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
九
頁
。

(17)　

広
島
市
公
文
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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*『
中
國
』
や
『
中
国
新
聞
』
の
記
事
に
関
す
る
詳
細
は
、
本
稿
内
の
註
お
よ
び
、
本
稿
末
の
補
足
文
献
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

表
2-4　

丁
未
音
楽
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
 『
広
島
高
等
師
範
学
校
丁
未
音
楽
会
講
演
集
』
1910: 70-87, 1911: 74-75、

 
 

各
新
聞
記
事
を
参
考
に
大
迫
作
成
：
付
記
以
外
の
表
記
は
文
献
に
従
う
）

回
日
時
（
場
所
）

曲
目

作
曲
者
　
［
大
迫
付
記
］

演
奏
形
態

全
作
品
数

一
次
的
洋
楽
作
品
数

付
記

10
1910 / M

43年
カ
ヴ
ア
テ
ナ

ク
ロ
エ
ツ

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
合
奏

15
14

・
在
広
東
京
音
楽
学
校
卒
業
者
の
組
織
し
た
研
究
会
に
よ
る

2月
27日

故
郷
の
療
家

ヘ
ー
ス

獨
唱

 参
加
卒
業
生
は
以
下
の
通
り

（
講
堂
）

コ
ー
ラ
ル

ヘ
ン
デ
ル

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

・
吉
田
信
太
（
広
島
高
等
師
範
学
校
）

チ
ゴ
エ
ナ
ー
コ
ー
ラ
ル

ヴ
エ
ベ
ル

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

・
藤
村
す
ゑ
子
（
藤
村
教
授
令
夫
人
）
（
広
島
高
等
師
範
学
校
）

千
町
田

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

合
唱

・
塚
原
は
ま
子
（
塚
原
教
授
令
夫
人
）
（
広
島
高
等
師
範
学
校
）

戴
冠
式
マ
ー
チ

マ
イ
エ
ル
ベ
ル

ピ
ア
ノ
連
弾

・
渡
邊
彌
蔵
（
県
師
範
学
校
）

此
御
山

モ
ツ
ア
ル
ト

四
部
合
唱

・
關
口
保
琥
太
郎
（
県
師
範
学
校
）

ラ
ン
サ
ー
ス

ス
ト
●
ー
ボ
ツ
ク

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
獨
奏

・
妹
尾
せ
い
子
（
県
立
高
等
女
学
校
）

ジ
オ
ス
ラ
ン
の
子
守
歌

グ
ー
ノ
ー

獨
唱

・
中
尾
氏
（
山
中
女
学
校
）

ソ
ナ
タ

ハ
イ
デ
ン

ピ
ア
ノ
獨
奏

・
来
聴
者
は
職
員
お
よ
び
そ
の
家
族
、
生
徒
六
百
余
名

菅
公

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

女
聲
三
部
合
唱

ア
ン
ダ
ン
テ

プ
レ
ー
エ
ル

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
二
部
合
奏

我
が
君
我
が
國

シ
ユ
ナ
ー
ベ
ル

合
唱

二
見
ガ
浦

ロ
ー
ル
レ

合
唱

11
1910 / M

43年
歸
雁

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

女
聲
二
部
合
唱

10
8
・
音
楽
会
商
議
員
の
杉
森
教
授
と
藤
村
教
授
転
任
に
際
す
る

送
3月

22日
賢
女
の
胸
中

ハ
ウ
ト
ル
ニ

女
聲
二
部
合
唱

送
別
記
念
演
奏
会

別
（
講
堂
）

ソ
ル
テ
イ

レ
ム
マ
ン

オ
ル
ガ
ン
獨
奏

記
ミ
ヌ
エ
ツ
ト

モ
ツ
ア
ル
ト

ピ
ア
ノ
獨
奏

  
念

ロ
ン
ド
ー

バ
ル
ク
ミ
ル
ラ
ー

ピ
ア
ノ
獨
奏

演
別
情
（
注
：
青
の
下
の
月
は
円
）

カ
ン
ト
ル

獨
唱

奏
ベ
ル
ソ
ー
ス

ゴ
ダ
ー
ル

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

會
薩
摩
潟

シ
ユ
ー
マ
ン

四
部
合
唱

12
1910 / M

43年
ア
ン
プ
ロ
ン
チ
ユ
ー

シ
ヨ
ツ
パ
ン

ピ
ア
ノ
獨
奏

14
14

・
東
京
音
楽
学
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ル
ド
夫
人
・
同
校
教
授

臨
4月

27日
エ
チ
ユ
ー
ド

シ
ヨ
ツ
パ
ン

ピ
ア
ノ
獨
奏

 神
戸
絢
子
女
史
が
音
楽
教
育
視
察
の
た
め
に
来
広
、
こ
れ
を
機
と

時
（
講
堂
）

ポ
ロ
子
ー
ズ

シ
ヨ
ツ
パ
ン

ピ
ア
ノ
獨
奏

 
 し
て
広
島
県
と
協
議
の
上
、
臨
時
音
楽
会
開
催
が
決
定

音
レ
ー
ル
ダ
ル
セ
ス
ト

グ
ル
ツ
ク

ピ
ア
ノ
獨
奏

 
・
来
聴
者
は
七
百
余
名

樂
ワ
ル
ー
ム

シ
ユ
ー
マ
ン

ピ
ア
ノ
獨
奏

・
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ツ
ツ
オ
ル
ド
夫
人
が
演
奏

會
ロ
ア
ゾ
ー
、
コ
ム
、
ブ
ロ
フ
ヘ
ツ
ト

シ
ユ
ー
マ
ン

ピ
ア
ノ
獨
奏

（
神
戸
女
史
長
期
旅
行
の
疲
労
の
た
め
）

エ
チ
ユ
ー
ド

ヘ
ン
ゼ
ル
ト

ピ
ア
ノ
獨
奏

エ
ス
、
プ
リ
ン
ク
ト
、
デ
ル
、
タ
ウ

ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン

ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ル
エ
ー
グ
ス
、
ソ
ン
グ

グ
リ
ー
グ

ピ
ア
ノ
獨
奏

ア
ン
ニ
ー
、
ロ
ー
リ
ー

ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
古
歌

ピ
ア
ノ
獨
奏

ボ
レ
ロ

デ
リ
ー
ブ

ピ
ア
ノ
獨
奏

エ
チ
ユ
ー
ド

リ
ス
ト

ピ
ア
ノ
獨
奏

リ
ー
ベ
ス
リ
ー
ド

リ
ス
ト

ピ
ア
ノ
獨
奏

第
十
二
、
ラ
プ
ソ
ー
デ
ー

リ
ス
ト

ピ
ア
ノ
獨
奏



　

１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)
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承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 

未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
．
序

日
本
へ
の
洋
楽
の
移
入
は
幕
末
維
新
期
に
始
ま
り
、
文
化
・
政
治
的
な
展
開
に
拠
っ
て
曲

折
し
た
の
ち
、
明
治
後
期
に
そ
の
定
着
の
土
壌
が
整
え
ら
れ
た
。(1)
普
及
の
黎
明
期
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
に
お
い
て
洋
楽
は
都
会
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、(2)
い
わ
ゆ
る
地
方
都
市
へ

の
普
及
に
関
し
て
は
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
洋
楽
移
入
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
諸
機
関
を
卒

業
し
た
者
達
の
果
た
し
た
役
割
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。(3)

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
時
を
同
じ
く
し
た
明
治
後
期
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
誕
生

し
た
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
で
あ
る
。(4)
本
会
設
立
の
目
的
は
高
等
師
範
学

校
の
性
質
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
当
時
の
音
楽
教
育
の
流
れ
を
汲
み
、
洋
楽
に

関
連
す
る
活
動
が
核
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
と
は
講
演
会
と
演
奏
会
と
い
う
二
つ

か
ら
成
り
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
の
発
会
式
以
降
、
三
年
間
で
観
客
数
は
延
べ
一
万
人

近
く
に
達
し
、
地
元
に
広
く
流
布
し
て
い
た
(5)
広
島
日
刊
『
中
國
』
も
関
連
記
事
を
頻
繁
に
取

り
上
げ
た
。(6)
さ
ら
に
こ
の
音
楽
会
は
、
他
の
公
的
機
関
と
の
連
携
と
い
う
よ
り
大
規
模
な
活

動
を
も
通
し
て
洋
楽
普
及
に
貢
献
し
て
い
る
。(7)
つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
の
存
在
は
明
治
後

期
の
広
島
で
洋
楽
普
及
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
規

模
を
勘
案
す
る
と
同
会
は
洋
楽
普
及
に
お
け
る
こ
の
地
域
独
自
の
傾
向
を
創
出
し
得
た
組
織

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
関
す
る
史
実
の
解
明
を
通
し
て
、
明
治
後
期
の
広
島

と
い
う
地
方
都
市
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、本
稿
で
は
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
、一
次
資
料
を
も
と
に
「
丁

未
音
楽
会
」
の
目
的
と
活
動
形
態
を
整
理
す
る
。
次
に
、
音
楽
会
の
内
容
お
よ
び
音
楽
会
へ

の
批
評
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
る
洋
楽
に
対
す
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
特

徴
を
抽
出
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に
基
づ
き
明
治
後
期
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
普

及
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
発
足
の
目
的
と
活
動
形
態

「
丁
未
音
楽
会
」
は
、
明
治
三
九
年
十
二
月
に
広
島
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
附
属
団
体
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。(8)
そ
の
名
称
は
、
音
楽
会
が
活
動
を
開
始
す
る
明
治
四
〇
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
り
、「
全
人
教
育
」
の
観
点
か
ら
音
楽
教
育
を
重
視
す
る
と
い
う
広
島
高
等

師
範
学
校
に
あ
っ
て
、(9)
同
校
初
代
音
楽
教
員
の
吉
田
信
太
の
尽
力
に
よ
り
設
立
に
至
る
。
音

楽
会
組
織
は
、
会
長
（
一
名
）、
主
任
（
一
名
）、
委
員
（
若
干
名
）、
理
事
（
若
干
名
）、
そ

し
て
商
議
員
（
若
干
名
）
か
ら
成
り
、
明
治
四
〇
年
一
月
七
日
に
最
初
の
役
員
を
定
め
て
い

る
。(10)
同
年
一
月
二
〇
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
(11)
よ
り
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
て

発
会
式
兼
「
丁
未
音
楽
会
」
第
一
回
演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。(12)
こ
の
演
奏
会
は
広
島
高
等
師
範

学
校
の
音
楽
特
別
教
室
披
露
を
も
兼
ね
て
い
た
。(13)
当
日
は
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
来
賓
、
会

員
併
せ
て
お
よ
そ
七
百
名
が
出
席
す
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。(14)

「
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
會
則
」（
以
下
「
會
則
」）
は
同
音
楽
会
の
目
的
と
活
動

形
態
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。(15)

第
一
條
：
本
會
ハ
音
樂
ノ
理
論
及
技
術
ヲ
研
鑽
シ
其
教
育
的
價
値
ヲ
發
揮
シ
併
セ
テ
音
樂

趣
眛
を
社
會
ニ
普
及
セ
ム
コ
ト
ヲ
努
ム
ル
ヲ
以
て
目
的
ト
ス

第
八
條
：
本
會
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
タ
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
、

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
コ
ト

一
、
毎
週
約
一
回
技
術
ノ
練
習
ヲ
行
フ
コ
ト

一
、
毎
年
三
回
例
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
秋
期
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
臨
時
専
門
家
ヲ
聘
シ
演
奏
又
ハ
講
演
ヲ
請
ヒ
若
ク
ハ
大
會
ヲ
開
ク
コ
ト

一
、
音
樂
ニ
關
ス
ル
書
籍
及
ビ
雑
誌
ヲ
購
讀
ス
ル
コ
ト

※

カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
の
混
合
は
原
文
マ
マ
：
以
下
同
様
。

つ
ま
り
「
會
則
」
に
よ
る
と
、
こ
の
会
の
目
的
は
、
音
楽
に
関
す
る
理
論
・
技
術
の
研
鑽

の
成
果
を
教
育
へ
応
用
し
、
音
楽
趣
味
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
役
員
の
「
本

會
は
教
育
の
立
場
か
ら
音
樂
を
研
究
す
る
の
が
本
旨
で
、
娯
樂
の
爲
に
す
る
演
奏
會
で
な
い

か
ら…

」(16)
と
い
う
記
述
か
ら
も
、「
丁
未
音
楽
会
」
が
教
員
を
養
成
す
る
高
等
師
範
学
校
と

い
う
学
校
の
性
質
を
第
一
義
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』(17)
は
音
楽
会
発
足
以
降
の
活
動
記
録
で
あ
り
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
第
一
巻
が
、
翌
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
第
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

同
記
録
「
發
刊
の
辭
」
に
は
、前
掲
「
會
則
」
第
八
條
に
関
連
し
て
「
主
要
な
る
事
業
と
し
て
、

毎
年
數
回
演
奏
會
及
講
演
會
を
開
催
し
會
員
相
互
の
研
究
練
磨
を
積
み
、
一
般
の
社
會
に
對

し
て
も
聊
か
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
待
し
て
居
る
の
で
あ
る
。」(18)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り「
丁

未
音
楽
会
」
は
「
會
則
」
第
一
条
に
掲
げ
た
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
、
第
八
条
に
従
っ
て
「
學

理
ヲ
研
究
ス
ル
」
場
と
し
て
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演

奏
会
と
い
う
二
つ
の
会
を
年
に
数
回
一
般
に
向
け
て
主
催
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
第
一
条
の
定
め
る
「
音
楽
」
が
対
象
と
す
る
所
に
留
意
し
つ
つ
、
講
演
会
と

演
奏
会
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
関
与
者
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

３
．「
丁
未
音
楽
会
」
に
見
る
西
洋
音
楽
へ
の
ま
な
ざ
し

３‐

１
．「
丁
未
音
楽
会
」
講
演
会

３‐

１‐

１
．
講
演
者　

「
丁
未
音
楽
会
」
の
う
ち
学
理
（
理
論
）
面
を
扱
っ
た
講
演
は
、
演
奏
会
の
前
ま
た
は
途
中

に
差
し
挟
ま
れ
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、(19)
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
は
「
演
奏
會
の

方
は
着
々
成
功
す
る
に
拘
ら
ず
、
理
論
の
方
は
教
室
に
於
て
聞
く
外
耳
に
す
る
事
な
き
を
以

て
、
以
後
此
種
の
講
演
會
を
開
く
こ
と
」(20)
と
な
っ
た
。
講
演
の
日
時
、
演
題
、
講
演
者
、
そ

し
て
対
象
に
関
し
て
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集
』
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
表
１
に
ま

と
め
た
。
表
１
に
見
ら
れ
る
講
演
者
の
大
部
分
は
「
丁
未
音
楽
会
」
の
役
員
で
あ
り
、
講
演

対
象
も
一
般
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
音
楽
会
会
員
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
限
ら
れ
た
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
講
演
内
容
か
ら
は
、
講
演
者
に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
ひ
と
つ
目
は
、
幾
人
か
の
講
演
者
が
西
洋
の
地
で
直
接
洋
楽
を
聴
い
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁
未
音
楽
会
」
会
長
の
北
條
時
敬
は
「
聽
者
の
音
樂
」
と
い

う
講
演
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
倫
敦
に
滞
在
せ
し
時
、「
ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ホ
ー
ル
」
の
合
奏
會
に
到
り
、

靑
年
及
び
老
年
と
題
す
る
曲
を
聞
き
て
、
吾
學
校
の
學
生
々
活
を
懐
想
し
、
頻
に
感
懐

を
催
し
た
る
こ
と
あ
り
（
略
）。(21)

同
様
に
塚
原
政
次
(22)
や
内
海
靜
(23)
ら
も
、
彼
ら
が
西
洋
で
洋
楽
を
耳
に
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

二
つ
目
は
、
講
演
者
が
音
楽
や
音
楽
教
育
に
関
す
る
西
洋
の
文
献
を
講
演
中
に
好
ん
で
引

用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
例
え
ば
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
其
音
樂
の
哲
學
』」、(24)
「
フ

ホ
ル
ケ
ル
ド
教
授
」(25)
の
唱
歌
音
楽
と
国
民
性
の
関
係
に
関
す
る
研
究
、「
カ
ー
ル
、
ビ
ュ
ッ

ヒ
ャ
ー
」(26)
の
音
楽
説
、ド
イ
ツ
の
「
エ
フ
、ニ
ー
ツ
オ
ー
ル
ド
」
氏
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
ヴ
ィ

ン
ギ
ャ
ッ
ク
教
授
」(27)
の
研
究
等
を
参
照
・
引
用
し
、洋
楽
や
唱
歌
教
育
に
関
す
る
思
想
、歴
史
、

研
究
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
日
本
の
音
楽
や
音
楽
教
育
へ
の
適
用
や
比
較
の
た
め

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
會
則
」
が
第
八
條
の
最
後
に
定
め
た
通
り
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
は

会
員
閲
覧
の
た
め
の
西
洋
雑
誌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
備
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
事
実
に
も
、
会
員
た
ち
が
西
洋
文
献
を
日
常
的
に
参
照
し
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。(28)

つ
ま
り
「
丁
未
音
楽
会
」
に
お
け
る
洋
楽
に
関
す
る
講
演
の
大
部
分
は
、
西
洋
か
ら
東
京

を
経
て
広
島
へ
伝
え
ら
れ
た
間
接
的
な
知
識
で
は
な
く
、
講
演
者
自
ら
の
経
験
や
講
演
者
が

一
次
文
献
か
ら
得
た
知
識
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

１‐

２
．
講
演
内
容

続
い
て
講
演
内
容
の
詳
細
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
講
演
者
達
の
洋
楽
に
対
す
る

三
つ
の
特
徴
的
な
姿
勢
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
日
本
の
音
楽
文

化
や
音
楽
教
育
は
西
洋
の
そ
れ
よ
り
も
劣
っ
て
お
り
、
西
洋
の
在
り
方
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
塚
原
は
唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

實
に
西
洋
の
宗
教
が
音
樂
を
利
用
し
て
人
々
の
信
仰
心
に
刺
戟
を
與
ふ
る
が
如
き
清

秀
に
し
て
雄
大
な
る
音
樂
と
は
到
底
比
較
は
出
来
な
い
、
眞
に
﹇
我
が
国
の
音
楽
と
宗

教
の
関
係
の
方
が
﹈
數
百
段
も
劣
つ
て
居
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
實
で
あ
り
ま
す
。（
中

略
）
然
し
廣
く
歐
米
の
進
歩
し
た
る
音
樂
か
ら
見
ま
す
と
、
何
う
し
て
も
我
が
邦
の
音

楽
は
彼
等
に
一
歩
を
譲
れ
り
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
か
我
が
邦

に
も
廣
く
世
界
的
に
行
は
る
ゝ
高
尚
な
る
音
樂
を
隆
盛
な
ら
し
め
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。(29)

そ
し
て
彼
は
、
東
京
以
外
の
都
市
で
も
欧
米
の
よ
う
に
公
園
等
で
気
軽
に
音
楽
を
聞
く
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
旨
を
説
明
し
、(30)
「
何
時
か
は
彼
等
歐
米
の
音
樂
と
比
肩
す
る

こ
と
を
得
る
に
至
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
」(31)
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
眞
田
は
同
じ
く
唱
歌

教
授
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、
欧
米
に
見
ら
れ
る
経
験
的
研
究
法
と
科
学
的
研
究
法
の
流

れ
を
紹
介
し
、
日
本
の
唱
歌
教
授
へ
の
科
学
的
研
究
の
視
点
の
必
要
性
を
説
い
た
。(32)
さ
ら
に

内
海
は
自
身
が
目
に
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
唱
歌
教
授
法
の
実
状
と
日
本
の
実
状
を
比
較

し
「
我
國
の
音
樂
教
授
は
未
だ
進
歩
し
た
り
と
は
言
ふ
こ
と
を
得
な
い
」(33)
と
述
べ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
本
と
西
洋
間
の
文
化
・
国
民
性
の
相
違
を
理
由
に
、
西
洋
の
音
楽
文
化
や

音
楽
教
育
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
丁

未
音
楽
会
」
の
創
始
者
で
あ
る
吉
田
信
太
は
唱
歌
が
国
民
教
育
を
担
う
と
い
う
立
場
か
ら
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
國
の
國
民
教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、
未
決
の
問
題
で
あ
る
。
無
意
味
に
西
洋
の
模

倣
を
な
し
、
甚
だ
し
き
誤
解
に
陥
つ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
國
民

教
育
に
於
け
る
唱
歌
は
、英
、米
、獨
、佛
、露
、等
の
も
の
、そ
の
ま
ゝ
を
採
用
し
て
居
る
。

そ
れ
が
甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。(34)

同
様
の
見
解
は
小
西
の
講
義
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
要
は
日
本
に
於
て
も
教

育
者
は
日
本
的
音
樂
の
精
神
を
も
研
究
し
、
其
固
有
の
國
民
性
を
發
揮
す
る
と
共
に
、
外
國

の
進
歩
せ
る
部
分
を
採
用
し
て
國
民
性
を
發
達
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で

あ
る
」(35)
と
し
て
、日
本
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
発
達
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
外
国
の
進
歩
し
た
部
分
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
眞
田
の

講
演
に
お
い
て
は
二
つ
目
の
特
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
眞
田
は
先
述
の
見
解
を
示
し
た
後
、

西
洋
の
歴
史
・
社
会
背
景
と
音
楽
趣
味
の
関
係
に
言
及
し
「
從
て
、
彼
國
の
曲
を
、
悉
く
直

に
と
り
來
り
、
又
其
教
法
を
も
其
ま
ゝ
に
用
ふ
る
こ
と
を
許
さ
ゞ
る
べ
し
」(36)
と
し
た
。
さ
ら

に
北
條
は
、
洋
楽
（
管
弦
楽
）
に
「
金
聲
」
が
混
じ
る
こ
と
を
自
身
の
耳
が
快
く
感
じ
な
い

と
批
判
し
つ
つ
、
能
楽
の
囃
子
の
太
鼓
の
音
が
ド
イ
ツ
人
の
耳
に
聞
き
苦
し
い
こ
と
と
そ
れ

を
比
較
し
て
、
太
鼓
の
音
を
「
調
和
の
美
」
と
聴
く
日
本
人
と
「
獨
立
分
離
の
音
」
と
聴
く

ド
イ
ツ
人
の
耳
の
違
い
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。(37)

最
後
は
、
日
本
と
西
洋
の
音
楽
文
化
や
音
楽
教
育
に
差
を
認
め
な
い
姿
勢
、
す
な
わ
ち
そ

れ
ら
に
同
等
の
価
値
を
見
出
し
た
り
、
音
楽
を
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
る

姿
勢
で
あ
る
。
例
え
ば
春
山
は
、平
家
琵
琶
法
師
を
「
ツ
ル
ー
ヴ
ヅ
ー
ル
（
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
）」

に
比
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
。(38)
黒
坂
は
、
国
民
性
や
文
化
的
差
異
を
認
め
つ
つ
「
音
樂

は
世
界
的
の
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に
し
た
。
穿
ち
得
て
妙
で
あ
る
。
即
、
音
樂
の
國

に
は
國
境
が
な
い
」(39)
と
し
た
。
ま
た
眞
田
の
講
演
に
お
い
て
は
同
様
の
主
張
が
再
び
共
存
し

て
い
る
。(40)
さ
ら
に
、
二
つ
を
対
照
し
た
上
で
邦
楽
に
よ
り
進
歩
し
た
点
を
認
め
た
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
た
。

西
洋
音
樂
の
長
處
で
あ
つ
て
、
日
本
音
樂
の
短
處
と
も
云
ふ
べ
き
處
の
も
の
は
、「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
又
日
本
音
樂
に
於
て
、特
に
秀
で
居
る
處
の
も
の
は
「
ヴ
ォ

イ
ス
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
又
我
國
の
語
物
、
假
令
ば
義
太
夫
、
薩
摩
琵
琶
、

及
び
謡
曲
の
如
き
は
、
西
洋
の
「
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
層
進
歩
し
た
物
の
様
に
私

は
考
へ
ま
す
。(41)

留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
姿
勢
が
教
育
分
野
の
講
演
者
と
文
学
（
美
学
）
分
野
の
講
演

者
の
両
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
一
人
の
講
演
者
に
こ
れ
ら
の
姿
勢
の
共
存
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
丁
未
音
楽
会
」
の
講
演
に
お
い
て
は
洋
楽
に
対
す
る
多
面

的
な
姿
勢
が
混
在
す
る
形
で
洋
楽
の
学
理
面
に
関
す
る
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

３‐

２
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
に
、
会
の
技
術
（
実
践
）
的
な
側
面
を
担
う
演
奏
会
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
第
一
回

か
ら
十
二
回
ま
で
の
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
一
次
的
洋
楽
作
品
(42)

と
演
奏
会
対
象
者
を
表
２
に
ま
と
め
た
。(43)

表
２
の
付
記
欄
に
記
載
し
た
対
象
者
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
の
演
奏
会
が
「
丁
未
音
楽
会
」

会
員
や
高
等
師
範
学
校
職
員
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て
小
中
学
校
等
の
学
校
関
係
者
を
主
な

対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
場
者
の
年
齢
に
つ
い
て
「
七
歳
以
下
の

小
児
は
入
場
を
謝
絶
す
る
」
と
い
う
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。(44)
ま
た
、
付
記
欄
の
演
奏
者

情
報
か
ら
は
や
は
り
広
島
在
住
の
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
や
そ
の
繋
が
り
が
洋
楽
の
演
奏
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
十
二
回
で
は
東

京
音
楽
学
校
の
外
国
人
教
師
が
一
次
的
洋
楽
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
第

二
回
、
第
八
回
に
お
い
て
も
広
島
在
住
の
外
国
人
が
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
第
八
回
演
奏

会
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
広
島
在
住
の
外
国
人
演
奏
家
を
「
丁
未
音
楽
会
」
賛
助
会
員
に
推

薦
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。(45)
つ
ま
り
講
演
会
が
、
自
身
の
渡
欧
経
験
や
欧
文
献
に
基
づ
く
日

本
人
に
よ
る
講
演
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
演
奏
会
に
お
い
て
は
外
国
人
そ
の
人
に

よ
る
洋
楽
演
奏
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
く
表
２
に
記
し
た
回
ご
と
の
全
演
奏
作
品
数
と
一
次
的
洋
楽
作
品
数
の
関
係
に
目
を

向
け
る
と
、
各
回
の
全
演
奏
作
品
に
対
す
る
一
次
的
洋
楽
作
品
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
反
対
に
純
邦
楽
作
品
は
、
十
二
回
の
演
奏
会
の
中
で
わ
ず
か
一
作
品
し
か
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
。(46)
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
第
二
回
以
降
は
純
日
本
伝
統
音
楽
の
演
奏

形
態
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
十
二
回
の
演
奏
会
で
演
奏
さ
れ
た
作
品
の
う

ち
一
作
品
を
除
く
す
べ
て
の
作
品
が
第
一
〜
三
次
的
な
洋
楽
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

具
体
的
な
演
奏
曲
目
か
ら
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
、
そ
れ
以
外
の
欧
州
圏
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
国
民
歌
等
が
幅
広
く
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

従
っ
て
「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
外
国
人
演
奏
家
を
迎
え
、

洋
楽
作
品
の
演
奏
や
演
奏
技
術
の
獲
得
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
演
奏
者
・
企
画
者
の
姿
勢
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

３‐

４
．「
丁
未
音
楽
会
」
演
奏
会
へ
の
批
評

最
後
に
、演
奏
会
を
実
際
に
傍
聴
し
た
来
聴
者
の
批
評
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
明
治
四
〇（
一

九
〇
七
）
年
に
行
わ
れ
た
第
四
回
演
奏
会
に
関
し
て
『
中
國
』
に
は
次
の
よ
う
な
傍
聴
記
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
唱
歌
（
會
員
）
は
舟
行
（
ハ
ル
ト
マ
ン
作
曲
）
も
告
別
（
獨
逸
国
風
）
も
よ

か
つ
た
が
。
練
習
が
足
ら
ぬ
た
め
か
や
、
不
統
一
の
點
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
假
へ
ば
ウ
ー

と
ま
つ
す
ぐ
に
唱
ふ
べ
き
所
を
ウ
ー
ウ
と
云
ふ
風
に
調
子
を
逸
す
癖
が
あ
つ
た
や
う
に

聞
い
た
。（
中
略
）
第
三
の
獨
唱
（
會
員
上
田
晴
甫
氏
）
の
ア
ー
、
フ
ウ
エ
ン
、
ザ
イ
ン
、

ア
イ
ズ
、オ
ブ
、ア
ジ
ユ
ー
ア
（
ラ
ッ
セ
ン
作
曲
）
は
奇
麗
に
唱
は
れ
て
感
心
し
た
。
た
ヾ

そ
の
聲
が
や
ゝ
口
中
に
含
み
す
ぎ
た
や
う
に
思
ふ
た
の
と
D
に
終
つ
た
處
に
一
ヶ
所
癖

が
あ
つ
た
か
を
聞
い
た
け
れ
ど
而
し
こ
れ
は
耳
が
惡
い
か
ら
で
あ
ら
う
。(47)

傍
聴
記
を
記
し
た
人
物
は
、
同
じ
記
事
に
お
い
て
自
分
を
「
音
樂
の
知
識
絶
無
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、前
記
引
用
か
ら
は
少
な
く
と
も
彼
に
ド
イ
ツ
語
音
名
の
知
識
が
あ
り
、

洋
楽
の
歌
唱
法
等
に
つ
い
て
の
見
識
も
あ
り
、
洋
楽
演
奏
を
判
断
す
る
耳
が
備
わ
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
同
記
事
に
は
、
演
奏
会
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
ケ
ル
ビ
ー

ニ
の
〈
橘
の
薫
〉
に
つ
い
て
の
一
紳
士
の
評
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
評
は
観
客
の
耳
に

関
す
る
同
様
の
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
不
足
の
指
摘
な
ど
が
な
さ
れ

た
明
治
四
一
年
の
第
六
回
演
奏
会
の
傍
聴
記
(48)
に
も
、
学
生
と
見
ら
れ
る
執
筆
者
の
洋
楽
へ
の

判
断
力
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
来
聴
者
の
批
評
に
は
、
演
奏
の
改
善
点
を
指
摘
し
、

洋
楽
を
高
い
水
準
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
臨
時
演
奏
会
に
お
け
る
、
東
京
音
楽
学
校
教
師
「
ハ

ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
」
の
演
奏
へ
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
京
音
樂
學
校
教
師
ハ
ン
カ
、
ベ
ツ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
は
昨
年
我
が
講
堂
に
於
け
る

丁
未
音
樂
會
主
催
の
音
樂
會
に
於
て
十
數
番
の
曲
を
演
奏
し
、
非
常
な
る
喝
采
を
博
し
、

眞
に
廣
島
人
士
を
し
て
西
洋
音
樂
の
妙
味
を
知
ら
し
め
、
西
洋
音
樂
を
知
る
と
知
ら
ざ

る
と
を
問
は
ず
、
聽
衆
を
し
て
夫
人
の
妙
技
に
恍
惚
た
ら
し
め
た
る
を
あ
り
。（
中
略
）

吾
人
は
眞
に
大
家
の
音
樂
は
殆
ん
ど
何
人
を
も
同
様
に
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
る
こ
と

を
今
更
な
が
ら
深
く
感
じ
た
り
。(49)

新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
調
子
と
は
少
し
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
興
奮
を
も
っ
て
演
奏
会
の

様
子
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
聴
者
は
外
国
人
教
師
の
洋
楽
演
奏
を
ほ
と
ん
ど
何
人
を

も
同
様
に
感
動
さ
せ
る
音
楽
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
丁
未
音
楽
会
」
の
演
奏
面
に
関
連
す
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
総
じ
て

洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
会
で
は
洋
楽
作
品
の

演
奏
が
推
奨
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
水
準
で
の
洋
楽
演
奏
技
術
の
獲
得
が
目
指
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
演
奏
面
に
関
与
す
る
者
た
ち
の
姿
勢
は
、
講
演
者
の
ひ
と
つ
目
の
姿
勢
に
近
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

４
．
結
論

こ
こ
に
お
い
て
「
丁
未
音
楽
会
」
で
の
洋
楽
普
及
に
特
徴
的
な
事
柄
を
次
の
よ
う
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
普
及
者
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
海
外
滞
在
経
験
者
あ
る
い

は
西
洋
の
文
献
か
ら
直
接
知
識
を
得
う
る
者
が
講
演
を
担
い
、
演
奏
会
で
は
外
国
人
演
奏
家

が
演
奏
を
担
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
に
は
西
洋
音
楽
文
化
を
自
国
文
化
と
す
る
か

否
か
と
い
う
決
定
的
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
直
接
本
場
の
洋
楽
を
見
聞
あ
る
い
は
参
照
し

た
者
達
に
よ
っ
て
洋
楽
普
及
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

聴
き
一
般
に
伝
え
る
被
普
及
者
兼
普
及
者
に
は
洋
楽
を
判
断
す
る
た
め
の
知
識
と
耳
を
持
つ

人
物
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
内
容
に
関
し
て
、
講
演
会
で
は
洋
楽
へ
の
三
つ
の
姿
勢
の
混
在
が
指
摘
で
き
た
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
音
楽
文
化
や
そ
の
教
育
を
わ
が
国
が
目
指
す
と
こ
ろ
と
す
る
姿
勢
、
そ
の

ま
ま
日
本
に
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
姿
勢
、
そ
し
て
邦
楽
と
同
等
と
み
る
か
あ
る
い

は
邦
楽
に
進
歩
し
た
点
を
見
る
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
演
奏
会
と
そ
の
批
評
に
は
洋
楽
作
品

の
演
奏
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
対
す
る
肯
定
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
、
西
洋
に
比
肩
す
る
よ

う
な
高
い
水
準
で
の
洋
楽
の
演
奏
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
既
述
の
通
り
演
奏
会
に
は

し
ば
し
ば
講
演
が
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
表
１
か
ら
は
演
奏
会
の
告
知
や
報
告
と
同
様
、
講

演
の
内
容
が
『
中
國
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
演
奏
は

客
観
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
た
講
演
と
と
も
に
披
露
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
洋

楽
作
品
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
に
比
例
す
る
如
く
、
洋
楽
へ
の
肯
定
的
な
立
場
の
み
か

ら
普
及
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
明
治
後
期
の
広
島
に
お
い
て
は
、「
丁
未
音
楽
会
」
に
よ
る
「
學
理
ヲ
研
究
ス
ル
」

た
め
の
講
演
会
と
「
技
術
ノ
練
習
」
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て
の
演
奏
会
と
い
う
洋
楽
の
理

論
実
践
両
面
に
関
す
る
二
つ
の
普
及
形
態
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
洋
楽
文
化
と
と
も
に

日
本
人
の
国
民
性
に
合
致
し
た
音
楽
文
化
を
尊
び
創
造
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が
併
存
す
る

形
で
、
洋
楽
の
普
及
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
く
東
京
の
地
で
定
着
し

つ
つ
あ
っ
た
「
洋
楽
」
と
い
う
も
の
へ
の
憧
れ
や
物
珍
し
さ
と
い
っ
た
類
の
ま
な
ざ
し
は
見

受
け
ら
れ
ず
、
地
方
都
市
に
お
い
て
も
直
接
的
か
つ
客
観
的
に
洋
楽
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
学
校
関
係
者
で
あ
っ
た
「
丁
未
音
楽
会
」

の
対
象
者
達
が
こ
の
会
を
基
に
洋
楽
の
再
普
及
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
島
は
明
治
後
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
普
及
の
一
般
化
さ
れ
た
傾
向
の
形
成
へ
の
一
助
を
も
果
た
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。(50)
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〇
一
〜
一
一
一
頁
、
坂
本
麻
実
子　

二
〇
〇
〇
〜
〇
二
「
明
治
時
代
の
師
範
学
校
へ
の

音
楽
教
員
の
配
置
：
東
京
音
楽
学
校
卒
業
生
の
勤
務
校
の
調
査
か
ら
」『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

五
四
：
四
九
〜
六
一
頁
、
大
迫
知
佳
子 

二
〇
一
三　
「
広
島
の
洋
楽
普
及
に
お
け
る
広
島
高
等
師

範
学
校
の
役
割―

吉
田
信
太
に
焦
点
を
当
て
て―

」『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
１

回
中
間
報
告
集
）
戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の
普
及
』『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
編
：
十
六
〜
二
一
頁
等
。

(4)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二　
『
追
懐 

広
島
高
等
師
範

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
』
広
島
：
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
：
三
三
頁
。

(5)　

広
島
日
刊
『
中
國
』
の
発
行
部
数
は
、明
治
四
一
年
に
「『
芸
備
日
日
新
聞
』
の
発
行
部
数
に
迫
る
」

（
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
（
編
）　

一
九
七
二　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』
広
島
：
中
国
新
聞
社
：

七
一
頁
）。
新
聞
ご
と
の
発
行
部
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
内
務
省
の
記
録
の
う
ち
、
最
も
明
治
後

期
に
近
い
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
発
行
さ
れ
た
記
録
に
よ
る
と
当
時
の
『
藝
備
日
日
新
聞
』

の
年
間
発
行
部
数
は
一
一
、二
三
四
、二
九
九
部
、『
中
國
』は
四
、五
六
二
、三
〇
六
部
で
あ
っ
た（
内

務
大
臣
官
房
文
書
課　

一
九
〇
〇　
『
大
日
本
帝
国
内
務
省
第
十
四
回
統
計
報
告
』東
京
：
忠
愛
社
：

三
六
八
頁
）。

(6)　

本
稿
引
用
記
事
お
よ
び
補
足
文
献
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

(7)　

大
迫　

二
〇
一
三
：
十
六
〜
二
一
頁
。

(8)　

広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
会
（
編
）　

一
九
八
二
：
三
三
頁
。

(9)　

菅
真
城　

二
〇
〇
二 「
五
十
年
史
編
集
室
だ
よ
り
（
十
八
）
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
百
周
年
」  

『
広
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
三
四
期
三
号 

№ 

三
七
二
。

(10)　

会
長
：
北
條
時
敬
、
主
任
：
野
田
義
夫
、
委
員
：
吉
田
信
太
、
藤
村
ス
エ
、
野
村
ハ
ル
、
理
事
：
戸
塚
巌
、

小
和
田
惟
德
、
加
藤
善
之
助
、
鈴
木
博
也
、
八
丁
春
太
朗
、
小
林
良
輔
、
上
田
耕
甫
、
田
中
丁
蔵
、

栗
田
茂
治
、商
議
員
：
杉
森
此
馬
、藤
村
作
、小
西
重
直
（
廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）

一
九
一
〇　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
壹
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

六
九
頁
、
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ａ　
「
廣
島
高
師
の
丁
未
音
樂
會
」『
中
國
』〈
一
月
九
日
〉）。
会
員
の
会
費
に
関
し
て
は
、

特
別
会
員
の
会
費
は
毎
月
十
銭
、
通
常
会
員
の
会
費
は
金
三
銭
で
あ
っ
た
（
中
國
新
聞
社　

一
九

〇
七
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
々
則
要
綱
」　
『
中
國
』〈
一
月
十
九
日
〉）。

(11)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ　
「
丁
未
音
樂
會
發
會
式
」　
〈
一
月
二
二
日
〉
に
よ
る
と
、
実
際
の
開
会
時

間
は
午
後
一
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

(12)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
〇
頁
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
、『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ　
「
高
等
師
範
音
樂
演
奏
會
」　
〈
一
月
九
日
〉。

(13)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｄ
。

(14)　
『
中
國
』 

一
九
〇
七
ｃ
。

(15)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
九
〜
七
〇
頁
、
中
國
新
聞
社 

一
九
〇
七

ｂ
。

(16)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
九
頁
。

(17)　

広
島
市
公
文
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
承
認
を
待
っ
て
二
〇
一
三
年
五
月
か
ら
本
資
料

全
巻
（
複
製
）
の
閲
覧
が
広
島
市
公
文
書
館
に
お
い
て
も
可
能
と
な
っ
た
。

(18)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

頁
番
号
な
し
：
發
刊
の
辭
。

(19)　
（
略
）
其
中
小
學
校
長
以
上
の
来
賓
は
開
會
前
に
音
樂
教
室
階
上
に
導
か
れ
茶
菓
の
饗
應
あ
り
此

こ
﹇
漢
字
判
別
不
可
﹈
に
て
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
小
西
重
直
氏
よ
り
歐
州
に
於
け
る
音
樂

界
の
現
状
及
其
影
響
に
つ
き
一
場
の
談
話
あ
り
定
刻
と
な
る
や…

（
中
略
）
第
二
部
演
奏
の
開
始

に
先
立
て
同
校
教
授
文
學
士
塚
原
政
次
氏
は
音
樂
と
社
會
的
教
育
の
關
係
に
就
き
て
有
益
な
る
演

説
を
為
し…

（『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｅ　
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」　
〈
六
月
二
四
日
〉）。

(20)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

七
六
頁
。

(21)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
頁
。

(22)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
二
頁
。

(23)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
）　

一
九
一
一　
『
丁
未
音
樂
會
講
演
集 

第
弐
輯
』
大
阪
： 

開
成
館
： 

十
三
頁
。

(24)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

六
十
頁
。

(25)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
一
頁
。

(26)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
六
〜
十
七
頁
。

(27)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

二
四
〜
三
〇
頁
。

(28)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

七
六
頁
。

(29)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
〜
十
三
頁
。

(30)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
：
十
四
頁
。

(31)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

十
六
頁
。

(32)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
七
〜
四
一
頁
。

(33)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
四
頁
。

(34)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

三
二
〜
三
三
頁
。

(35)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

五
八
頁
。

(36)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
一
頁
。

(37)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

一
〜
二
頁
。

(38)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

二
二
頁
。

(39)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

四
四
頁
。

(40)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
〇
： 

三
二
頁
。

(41)　

廣
島
高
等
師
範
學
校
丁
未
音
樂
會
（
編
） 

一
九
一
一
： 

十
八
〜
十
九
頁
。

(42)　
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員
会
『
広
島
の
音
楽
史
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、

「
洋
楽
」
の
定
義
を
「
日
本
伝
統
音
楽
に
含
ま
れ
な
い
要
素
を
持
っ
た
作
品
す
べ
て
」
と
定
め
た
。

そ
の
上
で
「
洋
楽
」
の
中
に
以
下
の
三
つ
の
下
位
分
類
を
置
く
。
１
．
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作

品
お
よ
び
、
西
洋
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
を
和
楽
器
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
「
一
次
的
洋
楽
」
と

す
る
。
２
．「
ド
レ
ミ
」
で
書
か
れ
た
１
以
外
の
作
品
と
、
洋
楽
演
奏
形
態
を
用
い
て
演
奏
さ
れ

る
日
本
伝
統
音
楽
を
「
二
次
的
洋
楽
」
と
す
る
。
３
．
日
本
伝
統
音
楽
を
和
楽
器
と
洋
楽
器
で
演

奏
す
る
も
の
を「
三
次
的
洋
楽
」と
す
る
。な
お
こ
れ
は
現
時
点
で
の
暫
定
的
な
下
位
分
類
で
あ
り
、

作
曲
様
式
と
演
奏
形
態
の
関
係
等
に
関
し
て
分
類
法
に
課
題
を
残
し
て
い
る
た
め
、今
後
再
検
討
・

改
定
を
行
う
。

(43)　

渡
邊
彌
蔵　

一
九
五
四　
『
廣
島
の
音
樂
五
十
年 
未
定
稿
』
広
島
市
公
文
書
館
蔵
（
私
家
版
）： 

三
頁
に
も
演
奏
会
に
関
す
る
表
と
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
は
同
音
楽
会
設
立

か
ら
昭
和
十
四
年
ま
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
。

(44)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
出
席
者
心
得
」　
〈
二
月
二
五
日
〉。

(45)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
九
ｂ　
「
丁
未
音
樂
會
賛
助
員
推
薦
」　
〈
五
月
二
一
日
〉。

(46)　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
、
丁
未
音
楽
会
和
洋
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
、
勧
進
帳
等
が
演

奏
さ
れ
た
（
渡
邊　

一
九
五
四
： 

四
頁
）。

(47)　
『
中
國
』　

一
九
〇
七
ｆ　
「
秋
季
音
樂
演
奏
會
に
臨
み
て
」　
〈
十
二
月
二
日
〉。

(48)　
『
中
國
新
聞
』　

一
九
〇
八
ａ　
「
丁
未
音
樂
會
秋
季
演
奏
會
」　
〈
十
月
一
三
日
〉。
文
末
に
「
傍

聴
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(49)　

廣
島
高
等
師
範
丁
未
音
楽
会
（
編
）　

一
九
一
一
： 

七
〇
頁
。
文
末
に
「
好
樂
生
」
と
署
名
が
あ
る
。

(50)　

千
葉
優
子　

二
〇
〇
七　
『
ド
レ
ミ
を
選
ん
だ
日
本
人
』
東
京
： 

音
楽
之
友
社
で
は
、
明
治
期
の

日
本
に
お
け
る
洋
楽
を
巡
る
姿
勢
の
共
存
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
と
本
稿

で
考
察
し
た
姿
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
は
次
稿
に
譲
る
。

(51)　

本
写
真
は
、
広
島
市
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
丁
未
音
楽
会
の
写
真
の
う
ち
、
本
論
文
の

対
象
時
期
に
最
も
近
い
大
正
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
写
真
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
丁
未
音
楽
会
管
弦
楽
団
が
組
織
さ
れ
た
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
こ
と

（
渡
邊 

一
九
五
四
： 

七
頁
）
か
ら
、
関
連
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。

補
足
文
献
情
報
：
明
治
期
の
『
中
國
』
及
び
『
中
國
新
聞
』
に
お
け
る
「
丁
未
音
楽
会
」
関
連
記
事

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
五
月
九
日
「
丁
未
音
樂
會
大
會
景
況
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
十
八
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
二
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
四
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
上
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
六
月
二
六
日
「
音
樂
と
社
會
教
育
（
下
）」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
獨
語
漢
文
通
俗
講
演
會
」

・
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
十
一
月
十
七
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
二
六
日
「
廣
島
高
師
校
記
事
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
二
月
二
三
日
「
丁
未
音
樂
會
演
奏
會
」

・
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
二
日
「
丁
未
音
樂
會
（
高
等
師
範
學
校
に
於
て
）」

新
聞
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
『
広
島
の
音
楽
史
』
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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